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1研 究主題設定の理由

今 日の 日本 の社会 は、国際化、情報化、高齢化 な どの急速 な進展 に伴 い、 さまざまな課題が

山積 している。 また、近年 の我 が国の経済状況 の動 向 は、 国民の生活や意 識 に も大 きな影響 を

及 ぼ してい る。 このよ うな社会 に生 きる中学生 が、 日常 生活 の中で起 きて いるさまざまな社会

的事象 への関心 を深 あ るとともに、主体 的 にかかわ りなが ら判断 し、行動で きる態度 を育 て る

ことは、21世 紀 の 「国際社会 に生 きる民主 的、平和的 な国家 ・社会 の形成者 として必要 な公民

的資質 の基礎 を養 う」 ことにつなが る ものであ ると考え る。

しか しなが ら、 今 日の中学生の状況 は、必ず しも社会的事象 に対 して旺盛な興味や関心を もっ

て主体 的 に考えた り、判断 した り、行動す るとい うことが十分 にで きてい るとは言 えない面 も

見受 け られ る。 一方、 これ までの中学校 における社会科 においては、 「知識 詰 め込 みや 暗記 中

心 の授 業が多 い」 との指摘 もある。 また、社会科 の学習 で学ぶ 内容 を、 「生 徒 は覚 え よ う とす

るだ けで、 自分 の生活 のかか わ りや将来 の生 き方 につなげて考 えていないので はないか」 とい

う意見 もある。

中学校 の社会科 において以上述べ たよ うな学習 や生徒 の状況 があ ることを踏 まえ、学習内容

を単 なる 「知識」 に とどめないで、生徒 の 日常生 活の中で起 こる社会的事象 との関連で考 えさ

せ た り、将来 の生 き方 にっなが るもの と して主体 的 に受 け止 め させ るための指導法 を開発す る

ことをあざ して、本研究主題 を設定 した。

皿 研究の方法と内容

(1)研 究 の方 法

研究 を進め るに当た って、「歴史 的分野」 と 「公民的分野」 の2分 科 会 を設 置 し、 そ れぞ

れの研 究主題を次の ように設定 した。

① 歴史的分野…… 「過去 の出来事か ら今 の社会 を学 び、積極 的な熱意 を もって これか らの

社会 につ いて考 える授業 の工夫」

② 公民的分野…… 「現代社会 の諸問題 を自分 とのかかわ りで とらえ、主体 的 に生 きよ うと

す る意欲 や態度 を育 て る指導法 の工夫」

(2)研 究 の内容

① 歴史的分野 ……鎌倉時代 における武士 と農民 の生活 に着 目させ、生徒の主体的 な学習活

動 を促 すための 「班 によ る調 べ学習」及 び 「デ ィベー トを用 いた話 し合

い活動」 を取 り入れ、指 導法の工夫 にっ いて研究す る。

② 公民 的分野 ……生 徒 にとって身 近な題 材であ る 「家族」及 び将来 の生 き方 と深 いかかわ

りのあ る 「勤労 の権利や義務」 にかか わる学習 を題材 とし、体験 的活動

を取 り入れた指導法の工夫 にっ いて研究す る。
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皿 歴史的分野の研究内容

1.研 究構想図

共通研究主題

主体的 な学習活動 を通 して、 「生 きる力」 をは ぐくむ指導 の工夫

社会科研究主題

社会的事象へ の関心 を深 め、主体 的に学 習 に取 り組む生徒 を育て る指導法 の工 夫

・歴 史学習が生活 に結 び付 く学習

と して と らえ られて いない。

・歴史 学習を 【暗記物】 と して と

らえて いる傾向が ある。

・時代 名の配列 は大半 の生徒がで

きて いる。

・これか らの社会 にっ いて悲観的

な考 えを持 っ生徒が多 い。

・歴史 への興 味 ・関心 は授業 の影

響 が大 きい。

・社会科 の授 業 に対 す る生 徒の期

待 は大 きい。

⇒

、..歴 史 的 分野.一 、

研 究 主題

過去の出来事か

ら今の社会を学

び、積極的な熱

意をもってこれ

からの社会につ

いて考える授業

の工夫

畢

畢

畢

畢

畢

畢

研 究のね らい

釦

・世界の歴史を背景に、国民 として我

が国の文化と伝統の特色を広い視野

に立 って考える力

・歴史学習を通 して各時代が今 日の社

会的事象や生活に及ぼしている影響

を多角的に考えようとする態度

・これか らの社会を前向きに考えるた

めに、歴史的事象を資料に基づいて

公正に判断 し、適切に表現する能力

・様々なことに関心をもちながら、困

難な状況 も主体的に解決 していこう

とする態度

生徒が歴史 的事象 を多角的 にと らえ、主体的 に考 えてい く授 業の工夫 を行 う。 そのため

調査 や意見 を交換 す る活 動を重視 して今 日の社会的事象 や生 活にっ いて理解 し、 これか ら

の社会 の在 り方 を考 え る態度を育て る。

研 究 の 仮 説

「生 活 者 と して 共 感 で き る もの」 を過 去 の 出来 事 の 中 に見 っ けて 、 そ れ を も と に して 、

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン活 動 を重 視 した 歴 史 学 習 を行 え ば、 生 徒 が これ か らの 社 会 で 社 会 的事

象 を主 体 的 に考 え て い こ う とす る態度 が 育 つ で あ ろ う。

研究の方法

・個人お よび班単位で の課題解決 のため調べ学習や資料分析 を取 り入れ た授業 を行 う。

・生 徒の話 し合 いを進 め意見交換 へ とっ なげる授業 を行 う。

・調 査を実施 し、生徒 の意識 の変化 を分析 しなが ら研究全体 の評価 を行 う。

一3一



2.生 徒 の実 態

研究を進めるに当たって、生徒の歴史学習についての実態を把握するたあに、下記のとおり調査を行い、その

結果について以下のように分析 した。

(1)調 査対象、研究員の所属する中学校14校 第1学 年から第3学 年を対象 総計1,300名

(2)調 査方法 アンケー ト形式による記述

(3)調 査の内容及び結果

① 歴史の学習は何のためにするのだと思いますか?(一 っを選択する),

囮 過去の事実を知る

口 過去の出来事から未来の社会について考える

團 過去の出来事から現在の社会を学ぶ

口 歴史上の入物の生き方を知る

歴史学習の意義は理解 して

いるが、身近な 「生活に結び

つ く学習」 として、 とらえき

れていない。

② 日本の時代名の正 しい配列を選びなさい。(一 っを選択する)

5.5%

2.3%

安土桃山 一鎌倉 ・室町(戦 国)一 奈良 ・平

安 一江戸 一明治 ・大正

奈良 ・平安 一鎌倉 ・室町(戦 国)一 江戸 一[コ

安土桃山 一明治 ・大正

鎌倉 ・室町(戦 国)一 奈良 ・平安 一明治 ・露

大正 一安土桃山 一江戸

奈良 ・平安 一鎌倉 ・室町(戦 国)一 安土桃口

山 一江戸 一明治 ・大正

時代名の配列は 【暗記物】

として覚えていることが多く、

内容や流れの理解 につ いては

把握できなかった。

③i歴 史上の人物の中で、印象に残っている

人物は誰ですか?(一 人を選択する)

%

liそ の人物を選んだ理由は何ですか?

(一っを選択する)

図 卑弥呼

層 聖徳太子

騒 源頼朝

口 織田信長

■ 坂本龍馬

目 福沢諭吉

2.6%

授 業で学 習 したか ら(小 学

校 も含む)

〔】テ レビ ・マ ンガで見たか ら

魍 ゲームで興味を もったか ら

口 本で読 んだか ら

■ その他

授業か らの影響が生徒には予想以上に強いという結果が出た。

④21世 紀の社会は今より良 くなると思いますか?(一 っを選択する)

9.8

23.7%

26.5%

図 良 くなる

口 変わ らない

圃 悪 くなる

21世紀の社会に対 しては、

多 くの生徒が悲観的に見てい

ると言える。

⑤21世 紀 の社会 は、 ど うなる と思 いますか?

5.5%2.9%

(一 っ を選択 す る)

3.3%

國 科学や技術が進歩する

日 食糧不足がおこる

圏 生活が便利になる

口 環境が悪化する

■ 核戦争がおこる

目 世界中で争いがなくなる

これか らの社会を発展的にとらえて

いる生徒と、悪化するととらえている

生徒の比率が4対6と なっている。 こ

のことか ら、各分野での人類の進歩を

予測 している反面、環境破壊 など悪化

の方向に進む と予測 している。
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3,検 証授業A

(1)指 導計画

① 単 元 名 「武家政治のはじまり」

(鎌倉幕府の誕生 ・幕府政治の発展 ・武士と農民の生活 。蒙古襲来)

② 単元設定の理由

鎌倉幕府が成立 したことにより、武家 と公家の政権が東西に併存 した。その後の、

武家政治が次第に実権を強めていく過程を、上皇 ・天皇(朝 廷)、 武士、農民それ

ぞれの立場から考えさせ、現代との生活 と関連させなが ら鎌倉時代の特色 と変化を

っかませる。

③ 単元の指導目標

ア.武 士、農民を中心とした人々の生活の変容を、当時の人々の立場に立 って考え

ることにより今日の社会的事象(人 と人 とのかかわり)や これか らの生活に及ぼ

していく影響を多角的に考察させる。

イ.源 平の争乱を経て成立 した鎌倉幕府が武家政治の始まりであることを、土地を

仲立ちとした封建制度のしくみを明らかにしながらとらえさせ、今 日の土地に対

する考えを意見交換させる。

ウ.承 久の乱が東国の御家人に大 きな影響を与えたことをおさえ、朝廷 と幕府の力

関係が大きく変わり、西国に幕府支配が及ぶようになったことを理解させる。

エ.農 業の進歩は産業の発展を生み、商業活動が盛んとなったことに関心をもたせ、

今日の農業に与えた影響について考えさせる。

オ.モ ンゴル襲来のもっ歴史的意義を、東アジア全体の中でとらえさせ、鎌倉幕府

に与えた影響を考えさせながら今後の外圧にっいて予想させる。

④ 単元の指導計画(5時 間構成)

時

1

時

主な学習内容

①鎌倉時代の生活を予想

ア)武 士

・源氏の反撃

。血縁を越える強固な集団

形成

イ)農 民

・荘園領主 ・地頭の圧力

・農業技術の工夫

主体的なとりくみとねらい

◎ 「平氏にあらずんば人にあらず」 という平

氏全盛期の中、彼 らに反発する人たちの心

情をっかませる。

◎源氏の血縁を越える縦のっながりに気付か

せる。

◎農民たちがよりよい暮 らしを求めて努力し

てい く姿をとらえさせる。

2 ②武士、農民それぞれの生活に ◎テーマにそってグループごとに適切な資料

§ っ い て調 べ る。 を収集 し、それぞれの立場に立った表現で

時 発表資料を作成 させる。

③鎌倉時代の人々の生活にっい ◎それぞれのテーマに沿って的確な資料を使っ
4
て考 え る。 て 、 わ か りや す く発 表 させ る。

時 ア)武 士 ◎友達の発表に耳を傾け、意欲をもって話 し

宋 イ)農 民 合い活動に参加 させる。

尊 ◎発表や話 し合い活動に前向きに参加 し、予

想や疑問点を自分なりに整理させる。

④鎌倉時代全体のまとめ ◎蒙古襲来のビデオを見て全体の流れを確認

5 させ る。

時 ◎基本的な事項にっいて整理し、ワークシー

トを完 成 さ せ る。

⑤ 単元の評価基準

ア.社 会的事象への関心 ・意欲 ・態度

鎌倉幕府の推移や人々の生活の中か ら生活者 として共感できるものに関心をも

ち、資料の収集や読み取り、発表原稿の作成や話 し合い等の活動に意欲的に取 り

組む。

【評価方法】 発言分析 活動観察 作品分析

イ.社 会的な思考 。判断

鎌倉幕府の推移や人々の生活の特色には、武家政治特有の御家人制度や守護 ・

地頭などの社会的背景があることを多角的に考察する。

【評価方法】 発言分析 作品分析

ウ.資 料活用の技能 ・表現

鎌倉幕府の推移や人々の生活を様々な資料から読み取り、発表原稿やワークシー

ト、話 し合い活動等で表現する。

【評価方法】 発言分析 活動観察 作品分析

工,社 会的事象にっいての知識 ・理解

武家政治の特色や生活の変化を、鎌倉時代の人々の生 きる力を通 して理解する。

【評価方法】発言分析 作品分析

⑥ 本時の指導 目標

人々の生活を通して 「武家政治のはじまり」にっいて興味や関心を もたせ、『生

活者として共感できるもの』をその中か ら見っけ、お互いに意見を交換することに

より、 これからの社会にっいて考えさせる。



1

①
1

(2)本 時の展開例

《前時の学習》鎌倉時代の人々の生活にっいて、テーマに沿いなが らグループごとに適切な資料を収集 し、それぞれの立場に立った表現で発表資料を作成する。

学習内容と目標 主な学習活動と形態 教師の支援 評価規準と方法 資料 ・留意点

1.武 士の生活にっいて発表する。 (1)各 班 の代表者の発表を聞き新た (D・ ② 発 表 ・質 問 の 仕 (1)・(2)関 心 ・意 欲 ・態 度 (1)～(8)

源平の争乱を経て成立 した、鎌倉幕府が歴史上初
に気 づ い た点 や 疑 問 に思 っ た内 容

を ワー ク シー トに ま と め る。

方について助言する。 友達の作成 した資料を活用することにより、

武士の生活について様々な特色が読みとれるこ

・前日に配布

した資料
の武家政権だということを理解する。

」 【個別】 とに関心を持っ。 ・ワ ー ク シ ー

(2)疑 問に思った点を、それぞれが B評 価 ・・気が付いた点を記録 している。 ト

質問し各班で気が付いたことを発 (観 察 ・ワ ー ク シ ー トの分 析 か ら)

表する。 【個別】

〔3)各 班の代表者や他の生徒 との話 〔3)発 表 ・質問の仕方か (3)関 心 ・意 欲 ・態 度 、 思 考 。判 断

し合い活動の中か ら、武士の生活 ら多角的見方やす ぐれ 友 達 の 意 見 を 吸 収 しなが ら、 ワ ー ク シー トに

につい て気 付 いた ことを ワー ク シー た考えに気付かせる。 自分の考えと違う点を記録 している。

トに付 け加 え る。 【一 斉 】 B評 価 … 一 っ 記 録 す る。

(観 察 ・ワ ー ク シー トの分 析 か ら)

2.農 民 の 生 活 にっ いて 発 表 す る。 (4)各 班 の代表者の発表を聞き新た (4)・(5}発 表 。質 問 の 仕 {4)・(5)関 心 ・意 欲 ・態 度 、 知 識 ・理 解

に気付いた点や疑問に思った内容 方にっいて助言する。 友達の作成 した資料を活用することにより、
農民の生活は武家政権の成立で安定してくるのか、

を ワ ー ク シー トに ま とめ る。 農民の生活につい様々な特色が読みとれること
資料をもとに説明できるようにする。

」 【個別】 に関 心 を もっ 。

ξξ寿紫
馨ヂ ∴ ≠,_

(5)疑 問 に思 った点を、それぞれが

質問し各班で気が付いたことを発

表する。 【個別】

㈲ 各班の代表者や他の生徒との話

し合い活動の中から、農民の生活

について気付いたことをワークシー

トに付け加える。 【一斉】

⑥ 発表 ・質問の仕方か

ら多角的見方やす ぐれ

た考えに気付かせる。

B評 価 …気 が付 い た 点 を記 録 して い る。

(観 察 ・ワー ク シー トの 分 析 か ら)

(6)関 心 ・意 欲 ・態度 、 思 考 ・判 断

友 達 の 意 見 を 取 り入 れ な が ら、 ワ ー ク シー ト

に 自分 の 考 え と違 う点 を 記 録 して い る。

B評 価 …一 っ 記 録 す る。

(観 察 ・ワ ー ク シー トの分 析 か ら)
一

3.武 士 ・農民それぞれの立場に立って学習 したこと (7)鎌 倉 時代 に生 きた人々の生活 〔7)・(8)生 徒 の 調 べ た 内 (7)・(8}関 心 ・意 欲 ・態 度 、 思 考 ・判 断

を踏まえて、これからの社会にっいて考える。 (調べた内容)を 踏まえ、次の時 容を評価するとともに、 友達の作成 した資料や話 し合い活動から知り

代や今日の生活に与えている影響 現在の生活の中で共通 得た情報を整理 し、次の時代や今日の生活の中
これからの社会の変化を予想できることに気づか

を 感 想 と して ワ ー ク シー トに整 理 する部分が見っけられ で 感 じ る もの を ワ ー ク シー トに 記 入 す る。

せ る。
」 す る。 【一 斉 】 るよう個別に助言する。 B評 価…一っ記録する。

(8)次 の時代や今日の生活に与えて (観 察 ・ワー ク シー トの 分 析 か ら)

いる影響を発表する。 【個別】

《今後の学習》 『武士のおこりから蒙古襲来』のビデオを見て全体の流れを確認させ、鎌倉時代の人々の生活にっいての様々な見方 ・考え方をワークシー トにまとめる。



(3)授 業 の 概 要

鎌 倉 時 代 の 人 々 の生 活 にっ い て ま とめ、 意 見交 換 を行 った 。 前 時 まで に 「武 士 の生 活 」、

「農 民 の生 活 」 に っ い て、 班(3班 ず っ)ご と に発 表 用 資 料 を作 成 して お り、 本 時 は そ の

発 表 か ら始 め た 。 授 業 は班 の発 表 を聞 い て各 自 ワー ク シ ー トに ま とめ、疑 問点 を 出 し合 い、

そ れ に対 して 各 班 が 答 え を返 す と い う形 で進 あ られ た。

ま ず、 「武 士 班 」 か ら は、 「守 護 ・地 頭 にっ い て」 「主 従 関 係(血 縁 関 係 以 外 の 関 係)に

っ い て」 「幕 府 ・朝 廷 の二 重 支 配」 「武 士 の住 居 」 な どに つ いて 説 明 が あ り、 そ れ に対 して

「農 民 班 」 か ら 「御 恩 と して与 え る土 地 は ど こか ら得 る のか 」 「い く ら武 士 が土 地 を も らっ

て や る気 にな って も農 民 はや る気 に な らな い の で はな い か 」 な どの 質 問 が 出 され た。

次 に、 また、 「農 民 班 」 か らは 、 「重 税 に苦 しみ な が ら も、 開 墾 を 進 あて 生 産 を 向上 させ

た こ と」 「不 定 期 だ が市 が行 わ れ た こ と」 「農 民 の住 居 の様 子 」 な どの 説 明 が あ り、 そ れ に

対 して 「武 士 班 」 か ら 「豊 作 祈 願 の儀 式(田 楽 お ど り)が 行 わ れ た と あ る が、 重 い税 負 担

の な か で そ ん な 余 裕 が あ っ たの か 」 「新 しい土 地 の 開 墾 と あ る が、 勝 手 に や っ て もよ か っ

た の か」 な どの 質 問 が あ っ た。 全 体 的 に は、 武 士 や農 民 の 立 場 か らの 発 言 が 活 発 に な され

た が、 一 方 、 そ れ ら に対 して 、 的 確 に回 答 で き る生 徒 は少 な か っ た。

(4)授 業 の考 察

① 「生 活 者 の 視 点 」 につ い て

生 徒 の作成 した資 料 に は、 当時 の武士 や農 民 の生 活 の様 子 に 目を 向 け た ものが あ り、 家

屋 の比 較 な どか ら収入 の違 いを述 べて い た。 また、 そ れ ぞ れ の 発 表 に対 す る質 問 で は 「自

分 な らど うす るか」 とい う生 活 して い る者 の立場 に立 った もの が 多 く出 され た。 課 題 と し

て は、発 表 や質問 の中 に今 日の社 会生 活 や事 象 にっ なが る もの が あ る に もか か わ らず 、 そ

の関連性 を生徒 達 の生活 感 や意 識 に基 づ いて的 確 に表 現 す る こ とが で きな い と い う こ とで

あ る。歴 史的事 象 を どのよ うに生活 者 レベ ルに お ろ し、現代 につ な げるか が課題 で あ る。

② 「コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 の重 視 」 にっ い て

自分 達 で 主 体 的 に調 べ た こ とで 、 時 代 の 本 質 を と らえ た質 問 が 多 く出 さ れ た 。 ま た、

質 疑 応 答 で も積 極 的 な発 言 が 出 され、 大 変 活 発 で あ った。 た だ し、 発 表 内 容 を あ らか じ

あ 精 選 して お け ば、 よ り集 中 した質 疑 応 答 に な った ので は な い か と思 わ れ る。 さ ら に、

発 表 と質 問 と そ の質 問 に対 す る答 え を考 え る時 間(班 内 で の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン)を 入

れ る と もっ と ま とま って答 え られ た し、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの場 面 を ひ ろ げ られ たか も

しれ な い。 ま た、 質 疑 応 答 の 中 か ら生 活 感 や 現 代 に通 じる点 を取 り上 げ、 意 見 を 交 換 し

合 う時 間 を もって もよか った の で は な い か。

③ 「これか らの社 会 に っ い て 考 え る」 こと につ い て

過 去 の 出 来 事 調 べ で 終 わ る こ とな く、 今 日の 生 活 との 関 連 を考 え さ せ、 そ こで 生 徒 達

の意 見 や感 想 が コ ミュ ニ ケ ー シ ョン活 動 に生 か され れ ば 研 究 主 題 に迫 れ た と思 う。 また、

「農 民 へ の質 問 ば か りだ った 」 の は興 味 深 い。 これ は、 現 代 に武 士 は存 在 しな い が 、 農

民 は存 在 して い る と い う こと か ら身 近 に 考 え や す い こ と も影 響 して い るの か も しれな い。

授 業 の 中 で 、 今 日の 農 民 と鎌 倉 時 代 の農 民 との違 いを 考 え させ た方 が よ り主 題 に迫 る授

業 に な った と思 わ れ る。

一7一
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4.検 証授業B

(1}指 導計画

① 単元名 「鎌倉幕府の成立と鎌倉文化」

② 単元の指導目標

ア.武 土の支配が次第に全国に及んでい く大きな流れを理解 させる。

〉[方 法]視 聴覚資料を活用し、感覚的に理解させる。

イ.武 士や庶民の生活が向 ヒし、庶民文化の芽生えがあったことを理解 させる。

[〉[方 法コ現代に通 じる"豊 かな生活"に っいて興味関心を生かして調べさせる。

ウ.生 徒同士のコミュニケーション活動を深める学習を工夫する。

[〉[方 法」ディベー ト的手法を導入 し、"多 様な歴史認識の中での学び方"を 学

ばせる。

③ 単元の指導計画(7時 間)※ 観点 【関心意欲】偲 考判断]《餅 …1活用》〈知識理解〉

第

1

時

.讐璽i 学 習活動 《一 斉》 【個別】

ロ

、雛 潔[ω
平の争乱

[将軍 」

源頼 朝 と

御 家人

別記人】⇒ 意 見交換

12)『 平家物語(NHK人 形劇)』を観て 《 ・

斉》、源氏 への期待が高 ま った理 由 を 考え

る 【個別記人】⇔ 意見交換

『'1噛(国 語 指 導CI))』 を 聴 き 《一 斉 》、

塒 ・人・・嬉 された舳 を考える 酬 繍 観餌 で凍 大腔 焼か・・た

第

評価の観点 の方法

『おごれる平家』 に対す る庶民の

憤 りを目で感 じとれるか。

(【関心】 〔思 考]〈 知識〉

じ〉作 品発言分析)

2

時

i
-1--t

1と の罐 難 を醐 す・ 《一斉》⇒ 創 己

鎌鍋 代げ 欝。希望。,,を 。び、,、 込。書。提
の蠕i出 。

(1)

q)
氷「辮1纏 轟牒講、蟹 搬}驚 這罐 濠綴1コ鷺 勘

隔 鰍 士と眠 のどちら励 だ。剛

立場で 考え、 自分の家 族の現実 と

比較で きるかじ

(【関心】!思 考〕 〉発言分析)

1自分嘆 味牲 かしたテーマ蹴
追求かで きるか。

〕(【関心】[〉 班活動分 析)
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第

3

時

～

4

時

学習内容

鎌倉時代

1・・生活

瑠

第

5
時

学習活動

r(1)

睡際ξ論膿∴に

評価の観点と方法

崩 ▽7,の論拠涌 手F9,の 問題訂 論 茄 轟 函 颪 索幟 でき

墜
〉①立論者 ②質問反論者 ③応答者

④最終弁論者 ⑤プリント作成者

るか。

(【 関心】[思 考](資 料 》 〈知識

〉>班 活動作品分析)

鎌倉時代

1の生活

博翫iω

1★糊 驚{融 範癬舞.話

説 御力あ る表現がで きるか。

1
(【 関心 】[思 考]《 資料》 く知

飛　

詫

第

6

1

時I

i

第

7

時

一F

承久の舌LL

と新楠地1

頭

戦乱観鋒
と新仏教

鎌倉文化

「学習マ ンガ(集 英社版 日本 の歴 史⑦

82～95」 を読 み(個 別)、 「2～3代 将軍

が追放、暗 殺され た理 由を考える 【個別記

入】⇒意 見交換

{2)『 吾妻鏡 【教科書P79】 』 を クラ スの適

1隻灘 鑑 鍛 麟翻峯

疑 欝1撫 論 ・…
慌,。 。鞭 を見。,時。空腹感。味
う 。

1

寸
前時 までの1豊 か な生活」 と対照

的 に考え られ るか。

〔2)
。難 誉繊 、澱 潔 〉、蜜讐繍,陽 野 《舗 ㈱>〉 発
く、 陶 の 文化躾 感できるか。

〔3)建 築 や文学の中に 「武家風」を探 すQ

事件 の真相 を推理 で きるか。

(【関心】[思 考](資 料》 〈知

識〉[〉発 言分析)

歴史.ヒ人物の キ ャラクターを 臼分

の周囲 に探せ るか。

西国の地頭 に東国 の御家 人が任命

され た意義 を理解 できるか。

(【関心】[思 考〕 《資料》 〈知

識〉[〉作品発 言分析)

。

バ

、ψ

霧
野

脱
懸1

て1亀

厚

〆 ℃
"ク/　、

ノ'
酬鴫

曝 》 ゲ

、;響

〆
脇 黍

少 一 「 璽"試熟 』



1

⑩

1

{2)本 時の展開例

① 本時の指導目標と仮説検証のポイント

ア,生 活者の視点

〉 「豊かな生活」を考えることで、鎌倉時代の生活を身近なものに引き付ける。

イ.コ ミュニケーション活動の重視

〉自分の興味に応 じたサイドを選ばせ、希望に応 じたグループをっくらせる。

〉立論内容を精選 させ、作戦タイムを設け、質問と応答のやりとりの時間を確保

する。

[〉司会を生徒に担当させ、 自主的に討論会を運営させ、マナーやルールを身に付

けさせる。

ウ.こ れからの社会について考える

[〉「豊かな生活」にっいて意見交換することで、多様な価値観を学び、生き方や

職業意識、時代の風潮について考えさせる。

② 本時の展開(予 察案):論 題 「鎌倉時代、武士と農民のどちらが豊かだったか」

過程 T1支 援 学 習 活 動 T2支 援 評価の観点と方法

導

入

司会 を支

援。

◆ 入場 着席[1分]

視聴 覚室入口で 「プ リン トー式」 を受 け取

り、両サイ ドに着席す る。

◆ 司会 生徒の開会宣 言[1分]

論題 を読み上 げ、進行上のル ールとマナー

にっいて注意 してお く。

審判団に

判定用紙
を説明。

[〉本鈴で着席できたか。

昼休みに リハ ーサ ル

していたか。

【関心 】

[〉集合状況分析

展

開

司会生徒

進行支援

(通し)

▼

農民側の

聞く姿勢
を巡視

農民側の

立論を支

援

①武士側の立論 【6分 】

[〉司 会は立論 したい班を募 る。挙手が なけ

れば指 名する。

〉立論 者(班2名)は 立論席で発表す る。

必要 な らばプ ロジェクターで証拠資料を

提示。

〉立論 は各班2分 以内と し、超過 した ら計

時係 がチ ャイムで警告す る。

[〉時間 内に立論 で きなか った班にっいて は

「作戦 タイム」に プ リントを確認 させる。

《予察 される立論内容》

武 芸で強い ・屋敷 が武家造 り ・一族の

団結 が固 い ・頼朝 の御恩 が厚い ・給料

②農民側の立論 【6分 】

《予察 され る立論 内容 》

,.二毛作 できた ・戦 わないか ら ・定期市を

開 いた ・牛馬 や鉄製 農具を使 った

プロジェ

クター

操作支援

(通し)

▼

武士側の

立論支援

武士側の

聞く姿勢
を巡視

〉熱 意を もって挙手で

きたか。

【関心 】

〉挙手状 況分析

[〉わか りやすい立論が

できたか。

〉説 得力のあ る立論が

できたか。

[〉現 代に通 じる豊か さ

に迫 っていたか。

【関心】[思 考]

《資料》 〈知識〉

[〉発言、作 品、

審判判定 用紙

分析

農民側の ◆作戦タイム[4分] 武士側の [〉チ ー ム ワ ー ク よ く相

質問立論 〉相手 の立論内容につ いて質問 を検討。 質問反論 談で きたか。

の支援 〉相手 か らの質問を予想 して答え を検討。 の支援

司会生徒 ③武士側への質問 【8分】 〉鋭 い質問ができたか。

進行支援 [〉司会 は質問 したい班を募 る。挙手 がなけ じ・チ ー ム ワ ー ク よ く相

に重点 れば指 名す る。 談で きたか。

[〉質問者(班1名)は 自席で発言す る。必 〉説得力のあ る等 々が

要 な らばプ ロジェクターで証拠資料 を提 で きたか。

示 。 【関心】[思 考]

〉応答者 は自席で発言す る。周囲の 自分 サ 武士側の 《資料》 〈知識〉

イ ドの生徒 と相談す る。挙手が なけれ ば 応答の支 〉発言、審判判定

司会が指 名する。 援 用紙分析
〉応答不可能 な場合は深入 りせず に 「もう

少 し時間 を ください」で打 ち切 り、可能

なら、次 の作戦 タイムを経て、最終弁論

で応答す る。

《予察 される質問内容》

戦死覚悟で豊かな生活か ・給料 は高かっ

たか ・農民 が逃散 した ら生活で きるか

④農民側への質問 【8分】

《予察 される質 問内容》

二毛作 は全国的 だったか ・武器を もた な

いで安全か ・飢謹疫病 はなか ったか。

農民側の ◆作戦タイム[4分] 武士側の 戸

最終弁論 〉答え きれ なか った内容 について相談 し、 最終弁論
を支援 まとまれば最終弁論 に付 け加え る。 を支援

⑤武士側最終弁論[2分] 〉作戦 タイムの相談 内

〉最後に強調 したいことがある班 のみ挙手 容を最終弁論に生か

して発言す る。 せ たか 。

⑥農民側最終弁論[2分]

ま 司会生徒 ◆審査集計[4分] ノーサ イ ドを実感 でき

と を支援 〉その間に生徒 はノー トに感想 を記 入。 た か 。

め [〉審判団は勝者を綜合判定。司会は審査用

紙を回収 し、1枚 ずっ勝者 を発表 する。

講評H ⑥判定と講評[2分] 講評1

〉 ノーサイ ドを味わ い、お互 いの サイ ドへ

の拍手 で激戦を認め合 う。

③ 評価

ア.デ ィベート的な学習に意欲的に参加し、意見交換 しあう学習に興味をもつこと

ができたか。

イ,現 代にも通 じる豊かさ(物 質面 と精神面)に 迫ることができたか。



(3)授 業 の概要 〈指導計 画の第5時 〉

学 騰
繕..

学 習 活 動 の 内 容 等

一譜 蒙 愉

醗 騰 ぞド磁 畿
噛

農 ・'鑓 ・鐸

(武 士側)武 士 の屋敷 をTVに 写 しだ し、物質 的な豊 か さを主 張。

(農民側)田 植え の風景 をTVに 写 しだ し、生活 を楽 しんで いた こ

とを主張。
亀
,ボ'マ 幽"

ぜ」

二人 の 先 生 が そ れ ぞ れ 両 サ イ ドに分 か れ 生 徒 に ア ドバ イ ス を行 う。

歌 ・
胴胴

絹
二
、ア"唱

③ 、絹 事ぺ の反論 とヤ灘 灘
」 ジ,

岬

(農民 側)「 武士 は戦 いで死 んだ らお しまい」 な どの意見。

(武士側)「 武士が農民 を守 ってい るんだ」 との意 見が相次 ぐ。

(武士側)「 武士が農民 の監督 を してい る」

(農民側)「 武士 は戦 いが ない とお金が もらえ な い、 農民 が税 を払

うか ら武 士は生 きてい ける」

.!`晒 罵

署

一

一

簸灘 顯辮 奮
藁

弁論終了後、双方 の健闘 を讃 えて拍 手。

璽餐 籍 まご1 僅差で農民側 の勝利。先生 か らの講評

{4)授 業 の考 察

① 「生 活者 の視 点 」 にっ いて

「豊 か な生 活 」 と い う ポイ ン トを しぼ った テ ー マ を設 定 した の で 、 多 くの 生 徒 が 興 味

を も って 取 り組 む こ とが で き た。 生 徒 が 作 成 した 資料 の 中 に 、生 活者 と して の 視 点 が 見

出 せ る もの(住 居 や 家 具 等)も 見 られ た。 自分 の生 活 か ら考 え て の 意 見(良 い家 に住 み

た い。 貧 し くて も楽 しい生 活 が よ い。 死 の恐 怖 が な い の が幸 せ。 な ど)が 多 数 出 さ れ 、

この時 代 の生 活 が 身 近 な もの と な った。 下 記 の ポ イ ン トを踏 まえ た テ ー マ 設 定 が よか っ

た と思 わ れ る。

② 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 の重 視 」 につ い て

デ ィベ ー トとい う授 業 形 態 で 時 間 を確 保 し、 生 徒 司 会 に よ る雰 囲 気 づ く りや好 きな 方

を選 ば せ た こ とに よ り、 質 問 ・意 見 を み ん な が の びの び と で きる雰 囲 気 の 中 で、 生 徒 が

引 き込 ま れて 自分 の考 え を発 表 しよ う とす る意 欲 が は っ き り と見 られ た。 ま た、T・T

に よ り細 か な助 言 が で きた こ とや、 マ イ クを仲 間 に まわ す こ と に よ る連 帯 感 の醸 成 な ど

も授 業 を活 発 な もの に して い た。 しか し、 資料 を生 か しきれ ず に憶 測 に よ る感 情 的 な意

見 が 出 され る傾 向 もあ り、 や は り司 会 は教 師 が行 った方 が か み あ った 討 論 に な った の で

は な いか と思 わ れ る。

③ 「これ か らの社 会 に っ い て考 え る」 こ とに つ いて

農 民 側 に立 っ 生 徒 の 中 か らは、 「農 民 の 方 が 生 活 に 自由 さが あ るか ら豊 か だ 」 と い う

意 見 を発 表 して お り、現 代 に通 じる精 神 的 な豊 か さ を指 摘 して い た。 した が って 、 日常

の授 業 の 中 で も教 師 が そ の よ う な意 見 を 評 価 し、 そ れが これ か らの社 会 を 考 え て い く上

で もっ 意 義 を指 摘 す る こ とが 大 切 で あ り、 く り返 し この よ うな授 業 を や って い く必 要 が

あ る。

一10一



<資 料>

1.検 証 授 業A生 徒 資 料

(ワ ー ク シー ト例)

1)　い

0● 魯の代に室,た 人々の皇話急 今の鱒代と地鮫しながら身えて勇よう.1隼 腫 昌 橘n
甲蜜時侵軍翻

の糧干

鍾 ● 鱒 代 に は こう慶わる!

〔 大,翻,}

費斜から日蹴生活を比眼しよう1 昏晦の健寝◎配拓された責斜から

気づいたこと砦塞とめよう1

踏し禽い暑●に●緬して

層たに鳳がついたこと皆重とめよう!

凍の陶代や脅日の竺話に4え る

膨 響・ ● 物

り・

鯉 入 ■ 負 趨 属

戯

士

^

V

o畢 風⑳台圏
・零漉雪

・■罐での力

を襲う瓢民

・2国 の豹

半分琶翼巴

・麹を

天亘の晒に

(自●口5)

・案敵六巨へ

・中■(繋 〕

との實昌

平氏杯 熟 セモ・ヱ 昧

.原M,そ の伽 舗!バ

報 セイ登1渦。

1】諌.嚇1阪 ・武 ・・、
・・猷 ス ㌔{広 にゴ訓 、

さ鷲 瞬 ■帽 為勲'、ll

援 湖 ヱく乱
婦 ず献2わ、・・廊 熔り、穐酬竜六化

.

配"価^巳 ◎

御 響

農Rの 年重

輪 齢 ヒL
血凝 閣 稲は
1帆蕊 ひい

柑 、、都 臥

Ψ哩・悔 颯 ・1

篭か・・い一》L{・
な蒜 。

奉 侑

中〔∋から仏
-7ビ弓個

差糠 屡
な 、■しお が鉦

δ、赴・医々

験 としZ

雛藩
黙 密癖 ◎3み"い 、

諒 氏 とヨ〔'集ポ)㌣ ヵll'りゐ1⇔

こいン ・賦'九 血 繊

閣 係 が あ 『に どゐ1・・

令か 、も 。

㌔ 通 淋1・ふミモ 、職 い

豊R惇 暮δ、1・仏マ、・け依 、

旨 分方、1窪4イ乍武3i挿1へ ・1

培}芝 イヤ 奄 碗 しll憾.

とい磯1ひ ・全(黍 う章 疑

な σ・≧馳1ぽ、祇Bい 。

源 俵に戦にな市 軸

毒㌃審≧一蔦婚b面 し†、

喩 ≦篇嵩・,。

総 に協札、熟瞬鋤弔脚 ・

蕪 霧羅 沸γ
血纏 蘭 侮 ほ伽暴週竹、・

ヱ1'ヨ置≧ろ脈 ひみ 。

与注イ能圏櫛 、はそい噸

ヒ艦う⇔3ゆ で'円 うq

誕 ヒドト'尉 な魯R(ハ 隻⑱7ハ1・

瀞 ヒしヒ末導《13・、卜蓄 ♂・

こへこ∋σ、設 三宕f誉 ヒ'1う

馳 、マ い ・τ・ひ ろ㌔

亀己湘6)巳c

今σ暗在ワ'曜は

額 嚇 一愈1・ような

貧 しU勘 睦

脈 亀Rη ・U励6

D勅 ・・寮 儒 〔、

今い%邊 ちい1

舳 ・亀 し≧.圏

醜 ・と匙 兀 。

r輪 細 か・期 作 τ

e凱 廼 鹸 か ピ ど

争 ・囲 捌 しヱ・心9
∂痢7努 隔 しz
いか なカ・,喪の

畠己湘 酎 ⑤ ・

塵

艮

^

V

0■ 司の権5
・薗司部槍薗

に璽い観を

かける

0墨 慶の荘圃

への遷亡

:孟:
・● 社

亀恥 順 擁 蟹1'φ髄
{t`癌沸 荒 恩 ・・bヒ
fδ、も。

甑 力い1酬 蝿 曲=

ン軋 τ1-・習 艇 ピ出

(税や逆 囲へσ・禿描)

亀画 軸)1議 よ瞬
食い幕q康 鵬.
く噺 朴 ㌻なヒつ

■已開^8◎

自分の

収穫

竪肉オィ遽
ゐ・今囎 磁

簡 瀞 廣・し臓

し暖 恥 マ

生話 ヒ。

三職 などγ

赫1・1.)

よ5ヒな き。

輸 叡臣

篭麗1

年 負

妻配

国訂力、・ま協
1・変出 記モ

箋潔
壱1試 ・。

三

^ξ 〕c

前 σ・爵什、と宕誌っ賢^'塞
二髪イ乍熔 と・ひ創 硫}ヨしrf～。

佳迅 隠鶉(<、 税 モ画 ＼}。

麺 ε黄r3ビ・忙認 辻戎較 鱒 ・

王賊 を 。

撫 縄.甫,、1焼

r諏 奏τ 、こ毛作 なヒ咬
しもか唖 酬耽 儲 ・・ぼ

矯 とR酋 底乙 。

奪u趨 は表uか 兆 騎hト

卑 磁 執 鴎 殊 亙

畠己脚伽Aθc

鳶ρ 爵押 に濠,叢壬姻 δ諦む、

勲 霞 か磯 も碕 諮 う、、な 蕗 、

な・e・1布1甚三訂隠{乙・'φま小乃1～

を勘 的 ご嗣 憩 しト 小iま
いつさ"子か～

署1作 互 登 し剛 に しZhヒ

篭8い 働 δ津 、一たが 奉 当1二

、熟8・ 真 σ・7と・93うろ、。朽 δ
'・ヲφrなaヨ δ,IIし、1浬

い、気 蔑 丁ゴz肉 罰か(∋イ歪@ヒ

奄 嶋.、t.マこ・・1博マ・・沌

賭ら幅 ワ副`隠:'

幽己騨6Agc

⑩ こうに!駆 噂 佃

㈹ 違 い酒?ll

筏鶏驚謝
的 な鹸 …翫 ・・秘
ろい恵まり

、酬 ・商
こ㍉鴨 薪 特な抑
娃愚れ 今仏R垂 的な

数 治t需 ・騰 迄

痔這 と強 制 蹴
血 ミ鍋 お洲 を硬 的

で'1沿1・・お"∋う3、

舞搬 斜
怨餅物 細 ・・多

2.検 証 授 業B「 鎌 倉 時 代 、 武 士 と農 民 の ど ち らが豊 か だ っ たか 」 生 徒 の感 想 例

《武 士 サ イ ド》 《農 民 サ イ ド》

,
▲境, 講総漁 轍 欝 器黒糠 騰敷凱賜勤

舞輪 総聯 灘キ〃難輪讐繰論知甑

詣 誕、1蜜郷や'毒皇痛尻z為 ㌧ts'o.一 発 喜出 数 玩時 商が 喪 ま。て斎 う晒3脳 、.

蝋繋蘇1ヅ・ 霧馨欝 舞難 慧義
冒紺'ト1
、篇 三私 畷 錘 畷 訟 ン1誓 罷 亀 懸 汐 ・・P・UleThptRfidiex'・鰯

一11一



5研 究の まとめ と今後の課題

(1)研 究の まとめ

歴史的分野分科会で は、12世 紀か ら13世 紀 にかけて武家政治 が しだいに実権 を強 あ て い

く時代 における武士 と農民 の生活 を 「豊 か さ」 とい う視点 か ら考 え させ る こ とを通 して、

現代 の生活 と関連 させ なが ら鎌倉時代 の特色 と変化 をっか ませ ることをね らい と して研究

を進 めた。 そのために、 コ ミュニケー シ ョン活動 を重視 した2回 の検証授業 を行 い、以下

のよ うな点 が明 らか とな った。

① 主体的 な学習活動 について

「謁べ学習」 にお いて は、多 くの グループが学校 の図書室や地 域 の図 書館 等 で教科 書

以外 の資料 を熱心 に収集 していた。 この点 か らも 「調 べ学 習」 は、生徒の主体的 な学習

を促す上 で効果 的であ ることがわか った。

② コ ミュニケー シ ョン活動 について

発表学習 やデ ィベー トを取 り入れた授業において、生徒は予想以上 に活発な発言 を行 っ

ていた。 これは、質疑 応答やデ ィベー ト的手法(立 論や作戦 タイム)を 通 じて生徒 同士

の コ ミュニ ケー ション活動が活発に行われ ることによる もの と考え られ る。 また、 デ ィ

ベー トを取 り入れた授 業で は、その特性上、生徒 は勝敗を意識す るために、コ ミュニケー

シ ョン活 動を土台 とす るチームワークが生み出 され ることがわか った。

③ 「生活 者の視点 」及び 「これか らの社会 につ いて考え る」 ことにつ いて

デ ィベー トを取 り入れ た授業 にお いて は、武士 と農民 の立場 に立 って 「生活の豊かさ」

にっいて考え させ たが、生徒の申 には 「衣食住」 など物質的 な面 での武士 の豊 か さに見

い出す者 もいたが、一方、「戦 いにおけ る死」 や 「家族生活 」 な ど精 神的 な面 か ら農民

の豊 か さにっ いて発言す る者 もあった。 この ことか ら、生徒 は無意識の うちに 「豊かさ」

を現代 にも通ず る 「入間 らしい生 き方」 の中 に見 い出そ うと してい る こ とが わか った。

また、 この ことは研究のね らいで ある過去 の出来事 の中か ら 「生活者 として共 感で きる

もの」 を発見 させ、 コ ミ甑ニケー ション活動 を重視 した歴史学習 を行 えば、生徒 が社会

的事 象を主体的 に考えて い こうとす る態度 を培 うことがで きることを示 してい ると言え

よ う◎

② 今後の課題

① 主体的 な学習 と しての 「謁べ学習」 の充実 について

「調 べ学 習」 を充実 して い くために は、「学習室」及 び 「学習情報室」 と しての学校図

書室の条件整備が不可欠 である。 また、地域図書館等社会教育関係機 関の施 設や人材 の

効果的 な活用 の在 り方 について、各学校 の実態 に応 じて研究 す る必要 があ る。

② 「生活者 の視点」 について

生徒 は無意識 の うちに歴史的事象 に対 す る 「生活者 と しての視点」 を もって学習 して

いるが、 それ を資料や確 かな根拠 に基 づいて発表 す ることは申学 生の段階で はむ ずか し

い ことがわか った。

今後 は、「どの ような歴史的事項を通 して考 えさせ るか」「生活 者の視点 にふれ た生徒

の発表 に対 する教師 の補助 的な質問」等 の在 り方にっ いて研究 して い く必要が ある。
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IV公 民的分野の研究内容

1研 究構想 図

共通研究主題

主体的な学習活動を通 して、「生 きる力」をはぐくむ指導の工夫

社会科研究主題

社会的事象への関心を深め、主体的に学習に取 り組む生徒を育てる指導法の工夫

必要とされる能力 ・態度

① 個性を尊重 し、個々の興味 ・関心を深め、

自ら進んで学び続ける態度

② 自己の課題を発見 し追求する能力、主体的

に思考 ・判断する力

③ 自己の考えや主張を持ち、他者 との協調の

中で、相互に情報や意見を交換 しあい、多角

的に判断 し、課題を深あようとする力

生徒の実態

① 社会的事象や社会的諸問題に、興味 ・関心

を もっ生徒は多い。個々の経験や知識に差異

があ り、一人一人の興味 ・関心が異なる。

② 授業で疑問に感 じたことを、追求する学習

経験が少ない。

③ 授業での率直な話 し合い活動が不足 してい

るため、積極的に発表する機会が少ない。

研究主題

現代社会の諸問題を自分 とのかかわ りで とらえ、主体的に生 きよ うとす る意欲 や

態度を育てる指導法の工夫

研究のねらい

① 現代の社会における様々な問題を

自分の生き方にっなが る課題 として

とらえ、生涯にわたり学ぼうとする

意欲や態度を育てる指導法を明らか

にする。

② 生徒が身近な問題の中か ら課題を

見っけ、解決 しようとする態度を育

成する指導法を明 らかにする。

③ 生徒相互の話 し合い活動を促 し、

生徒が主体的に取 り組む学習の指導

法を明 らかにする。

主題設定の理由

① 生徒の身近な問題にっいて考えさせる学習を通 して、

現代における様々な課題にっいて主体的に考えようと

する態度を育成するとともに、自己の生き方にっなげ

る問題として、生涯にわたって学び続ける態度を培う。

② 生徒の身近な生活や経験に基づ く社会的事象を取 り

上げることにより、高度で抽象的にな りがちな公民的

分野の学習内容を、生徒の発達段階に即 した具体的な

学習内容として構成する。

③ お互いの考えを交流 させる話 し合い活動により、相

互理解を深め、多様な価値観を理解するとともに、様々

な意見や立場を尊重 しようとする態度を養 う。

研究の仮説

① 生徒の生活体験や経験を生か した指導計画や学習内容の工夫により、社会的事象を自分 とのかか

わりとして考えようとする意欲や態度が育成される。

② 生徒が自ら課題を見っけ、解決 しようとする学習を取 り入れることによって、主体的に学習 に取

り組み、生 きる力を身に付けることがで きる。

③ 生徒相互の話 し合い活動を工夫することにより、様々な意見や立場を尊重する態度が育成される。

研究の方法 と内容

①

②

③

社会的事象を生徒自身の課題としてとらえられるような学習内容を検討する。

生徒相互の話 し合い活動を通 し、様々な意見交換へとっなげる授業を行 う。

指導計画に基づ く検証授業の実施及び授業の分析と考察を行 う。
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2生 徒 の実 態(下 記 の ア ンケ ー トの結 果 によ る)

1〔質馴 噺 聞や 二。一スなど硯 た り聞 いた りした事 〕 の 中で、 「。れ はおか し、¶

「これ で は い け な い」 「問題 が あ る」 「何 とか しな け れ ば い け な い の で は 」

あ な た が思 って い る こ とを 書 いて 下 さ い。
一__________.

と 、

」

男 子 繋 繋

(276名)懸 劉 ぎ麟露鑛灘 嚢
記翻 記入な し

23%

記入 あ り

77%

女 子

(265名) ,懸 轟 鍵 蒸 。.
言鋤 調査対象

(3学 年)

全 体

(541名)

男女合わせて4分 の3以 上 の生徒 が、「世の中 の出来事」 に対 して何 らか の問題 意識 を も っ

て いることが分か る。女子 の方が問題意識 の割 合が高 く、 また記入内容 は下記 の質問2の 記入

例 との重複が多 く、 ほ とん ど同 じであ る。

1
一
るあが係関に分自「

」
　で中の

ヘ
コ
リ事たしりたい聞りた見でどなス一ユニや聞新〔

、。
しさ下てい書をとこるいてつ思がたなあと

幻醐1
男 子

(276名)
㍗ 麹醸;穫獣鹸
総馨羅 繍浩 ・1

　
記鏡 し

_」
一

記入 な しi

37% ■一

記 入な し

40%

女 子

(265名)

毒

一

・

肇

斎

・～

'

浮

〒

郵
.
鰯

罐
㍗

臥

`

夢
霧

μ

嘔

課

ド

驚
議

』

畿

ド薮

』r一

「姦

調査対象

(3学 年)

記入 あ り

60%

全 体

(541名)

質 問1の 結果 よりやや少 ないが約6割 の生徒が 「世 の中の出来事」 が 「自分」 に関係 あると

考 えてお り、 また身近 な問題 と して と らえている ことが分 かる。 女子の意識 の割 合が高 く、記

入 内容 で も自分の考えを明確 に記述 してお り、男女差 が見 られ る。

「 「 【質問2'記 入例一部抜粋】

1
)教 育 ・ ボ ラ ンテ ・ア・ い じめ・ 将 来 ・ 少 年 犯罪 な どに つ い て他 人 の こ とだ と思 わ ず 自1

分 で も考 え る必 要 が あ る と思 う。

② 地 球 温 暖 化 。 み な さ ん は電 気 を節 約 した りな るべ く車 で 移動 しな い な ど と言 って い た

が 、 ニ ュ ー ス な どで と りあ げ られ な くな る とす ぐ忘 れ る。 愚 か しい と思 った。

(31今 回の参議腿 挙 蜆 て自分 が擁 者 にな 。塒 、今後 の 日本をよ りよ くす るため1■

も、 他 人 事 じ ゃな い な と思 った。

(4)少 年 犯 罪 ・ や ・た人 の年 齢 がiEli"}か らな ん か 身 近 す ぎ る・ も しか した ら・ 私 の身 の ま1

わ り で も起 こるか も… と思 う とす ご くこわ い。

ド 【質問2、 言己入例で多い内容】

陣 少年犯罪醐28人
〈4)い じ め29人

(7)ダ イ オ キ シ ン10人

2

に
ジ

Q
O

消費税25人

環境 問題18人

選挙10人

り
0

ρ0

0
り

中学生犯罪事件20人

ナイフ事件12人

地球温暖化9人 大気汚染9人
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3検 証授業A

(1)指 導計画

① 単元名 「個人 と社会」 一家族 を とお して社 会を見っ めよ う一

② 単元 の指導 目標

ア 架空 の家族 を作 りなが ら、現代の家族が直面す る諸 問題 にっいて考え、個人 と社会

とのか かわ りを理解 させ る。

イ 現在 の家族制度 が個 人の尊厳 と両性 の本質的平等 に基 づいてい ることの意味 を理解

させ、家族 の望 ま しい人間関係 につ いて考 えさせ る。

ウ 高齢社会 に直面 した現代の社会生活 における様 々な問題 を、 自己 の生 き方 にっなが

る問題 として主体 的 に考え させ る。

③ 指導計画

学習内容 学習活動 指導上の留意点 資料

第

1

時

法 の下 の平等、

憲法、民法 の家

族 の規定

・ゲ ー ムを 行 い、 二 人 組 を

つ くる。

・親 との 同 居 、 共 働 き、 姓

の 変 更 等 の問 題 を話 し合

い解 決 策 を考 え る。

・ゲ ー ム は、 人 間 関 係 を 深

め るた め の雰 囲 気 づ く り

とす る。

・二 人 組 は、 架 空 の 家 族 と

な る。

資 料

ワークシー

ト

第

2

時

出生率の低下

家族形態の変化

男女雇用機会均

等法

・ゲ ー ムを 行 い、4人 組 と

な り、 出産 、育 児、仕事 、

家事 分 担 にっ いて 話 し合

い、 解 決 策 を考 え る。

・4人 組 は、 核 家族 を 表 し

て い る。

・出生 届 に該 当 事 項 を 書 き

な が ら、話 し合 わ せ る。

出 生 届

ワークシー

ト

第

3

時

高齢社会 の問題

・人 口動態

・年金 医療負担

・介護問題

・高齢社 会 の問題点 を教 師

の説 明を聞 き、前時 の4

人組 で話 し合 う。

・高齢社 会 に対す る地方 公

共 団体の取組みを調べ る。

・自分 の 身 の 回 り にあ る問

題 に 気 付 か せ る。

区役 所 が

発行 して

いる資料

第

4

時

男女平等社 会 の

在 り方

・各 自で 「ジェ ンダーチェ ッ

ク」 を 行 う。

・ゲ ー ムを 行 い、 新 た な4

人組 で 、 男 女 平 等 の社 会

に必 要 な ことを話 し合 い、

意 見 を ま と め る。

・ 「ジ ェ ン ダ ーチ ェ ック」

を行 う際 、 家 族 の プ ラ イ

バ シー に配 慮 す る。

・家 族 の 在 り方 は多 様 で あ

る こ とを 確 認 す る。

東京 女性

財団 作成

のパ ンフ

レッ ト
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(2)本 時 の展開例

① 検証授業 のポイ ン ト

ア 架空 の家族 を構成 してい くことが生徒 の興味 ・関心 を高め るのか ど うか。

イ 生徒相互 の話 し合 いが主体 的に学 習す る態度を育て るのか ど うか。

ウ 生徒相互 の話 し合 い活動 が、様々な意見や立場を尊重す る態度にっながるかどうか。

② 本時 の展開

学習内容 主な学習活動 指導上の留意点 資 料

導 ・ゲ ー ムを行 い 、 二 人 組 ・二人組 を架空 の家族 と 「出会 い の た

を っ く る。 し、組み合 わせ は男女 の エ クサ サ イ

入 に こだ わ らな い。 ズ」

・法 の下 の平 等 ・結 婚 にっ いて の 制 度 や ・憲 法14条 、24条 、 民 法 事前学 習 プ リ

憲法、民 法 の 諸問題 にっ いて教 師 の にお け る規 定 にふ れ る。 ン ト

家族の規定 説 明 を 聞 き、 考 え る。

展 ・夫 と妻 の 立 場 に立 っ て ワ ー ク シ ー ト

以下 につ いて話 し合 う。

Q1「 結 婚 した ら、 姓

は ど うす るか 」

Q2「 お互 いの仕事 は

ど うす るか 」

Q3「 結 婚 した ら親 と

同居す るか」

開
・夫婦 別姓 ・教 師 の説 明 を 聞 き、Q

・男女 雇用機会 1～Q3に つ い て の 二 人

の 結 論 を 出 し、 ワ ー ク

シ ー トに 記 入 す る 。

・数 組 が 結 論 を発 表 し、 ・ ワ ー ク シ ー ト は 回 収 す 区役所が発行
ま

と
質問や意見を述べ る。 る。 次 回 は、 出産 、 育 して いる資料

あ
児 につ い て考 え る こ と

を伝 え る。

③ 評 価 の観 点

ア コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 に積 極 的 に参 加 し、 だ れ とで も対 話 をす る ことがで きたか。

イ 婚 姻 の意 義 を 多様 な面 で と らえ 、 理 解 す る こ とが で きた か。

ウ 話 し合 い を行 う時、 男女 平 等 の 視 点 に立 って考 え、 適 切 な話 し合 いが 行 え たか 。
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(3)授 業 の 概 要

① 〔導 入 〕 で は構 成 的 グル ープ エ ンカ ウ ンタ ーで 用 い られ る よ う な ウ ォ ー ミ ン グ ア ップ

(「出会 い の ため の エ ク サ サ イ ズ」 と名 づ け た)を 行 わ せ た。 これ は質 問 用 紙 を持 ち、 教

室 内 を 自 由 に歩 き なが ら相 手 を探 し、 じ ゃん けん を す る もの で あ る。 そ して 勝 った方 か

ら質 問 を 行 い、 該 当 す る質 問 に 「は い」 と答 え た生 徒 の名 前 を 記 入 す る。 この 活 動 は人

間 関係 を 深 め た り、 授 業 へ と気 持 ち を切 り替 え る の に役 立 った。 徐 々 に 交 流 が 深 ま り、

お お む ね 仲 の 良 い もの 同 士 が か た ま っ た り男 女 が 分 か れ た りせ ず に、 ゲ ー ムを 行 って い

た。 約5分 で終 了 した 。 その 後 、 架 空 の家 族(夫 婦)づ く りの たあ の 「相 手 探 し」 を行 っ

た。 これ は1枚 の絵 を 無 造 作 に2っ に破 り、 配 られ た 自分 の絵 と同 じ組 み 合 わ せ の相 手

を探 す活 動 で あ る。 再 び生 徒 は座 席 を離 れ 自 由 に動 き回 りなが ら相 手 を探 して い た。 相

手 が見 つ か った二 人 組 は、 座 席 を 移 動 し、 近 くに座 るよ うに あ らか じめ指 示 した。 こ こ

で は10分 弱 の 時 間 が か か った が 、 ほ ぼ全 員 が 互 い に声 をか け あ って い た。

② 次 に、 教 師 が最 近 の 未婚 者 の 増 加 や 初 婚 年 齢 の上 昇 、 夫 婦 別 姓 の 問題 な ど につ い て資

料 を も とに説 明 した。

③ 本 授 業 の主 な活 動 と して 、結 婚 した場 合 、 「夫 婦 の姓 は ど うす るか 」 「お互 い の仕 事 は

ど うす る か」 「親 と同 居 す るか 」 に っ い て、 架 空 の 夫婦 単 位 に話 し合 わ せ た 。 交 互 に 自

分 の考 え を発 表 させ た が、 予 想 以 上 にお 互 い に向 か い合 い なが ら熱 心 に 自分 の 意 見 を発

表 して い た。 そ の後 、 二 人 の結 論 を 出 す ため の 話 し合 い を約5分 程 度 行 わ せ た 。

④ 話 し合 い の ま とめ を各 自 ワー ク シ ー トに記 入 を させ た。 記 入 に5分 の時 間 を用意 した。

⑤ この 後 で 教 師 が 憲 法24条 の 内容 を板 書 し、 「法 の下 の平 等 」 にっ いて 説 明 した。

本授 業 は、 話 し合 い活 動 そ の もの に重 点 を 置 い た の で 、 話 し合 い の 内容 に つ い て は特 に

評 価 を 求 め なか っ た。 そ れ は、 「生 き る力 」 の育 成 に は 「社 会 生 活 を 営 む 上 で 必 要 と され

る知 識 ・技 能 ・態 度 を 確 実 に身 に付 け る」 た め の 学 習 だ けで は な く、 「生 徒 た ち が 友 達 や

教 師 と共 に学 び合 い、 活 動 す る中 で 、 存 在 感 や 自己 実 現 の 喜 びを 味 わ う こ と」 が 重 要 で あ

る と考 え た か らで あ る。 なお 、 知 識 ・理 解 の部 分 に つ いて は ワ ー ク シー トの記 入 に よ って

補 う こ と と した。 夫 婦 にか か わ る問 題 にっ い て は、 「家 事 は だ れ が 何 を や る か 」 と い う視

点 か ら話 し合 わ せ た。 そ の 際 、 家

族(夫 婦)の 問題 は 導 か れ る結 論 、　
が そ れ ぞ れ 違 っ て も よ い と い う こ 『一軸一

巳

と を強 調 した。 大 切 な こ と は結 論

に至 る ま で の話 し合 い で あ り、 そ

の 話 し合 い の 中 で お互 い を尊 重 し

合 う関 係 、 さ らに男 女 の本 質 的平

等 を 意 識 した関 係 が 成 立 す るか ど

うか と い う ことで あ る と考 え た か

らで あ る。

鼠の
認

ゆ

嘱 蝿礁
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(4)授 業の考察

① 生徒の生活体験や経験 を生か した指導計画 や学習 内容 の工夫 によ り、社会 的事象 を 自

分 とのかかわ りと して考 えよ うとす る意欲 や態度 が育成 されたか。

家 族 と い う一 番 身 近 な題 材 を扱 った の で、 生 徒 に と って は 自分 た ち の 生 活 と関 連 付 け

なが ら授 業 に参 加 す る こ とが で きた。 家 族 を取 り上 げ る場 合 、 家族 の プ ラ イバ シー につ

いて 十 分 配 慮 す る こ とが大 切 で あ るが、 本 時 に お いて は将 来 の 家族(夫 婦)と い う設 定

に よ る シ ミュ レー シ ョ ンを行 い な が ら学 習 して い く形 態 だ っ た の で 、 約6割 の 生 徒 が

「とて も興 味 が あ る」 と答 えて い た。

ま た、 授 業 の導 入 にお い て 「出 会 いの ため の エ ク ササ イ ズ」 とい うゲ ー ム を 行 っ た。

生 徒 の感 想 で は 「楽 しか った。 相 手 の 知 らな い面 が わか った。」 な ど肯 定 的 な もの が 約

7割 を 占め た。 資 料 プ リ ン トを 活 用 しなが ら考 え させ た ので 、 自分 と社 会 との接 点 を 生

徒 自 らが 見 出 す こ とが で き た。 た だ、 家 族 の問 題 の どの観 点 に っ い て深 め て い くべ き な

の か 、 ね らいが 不 十 分 だ った。 ね らい を よ り明 確 に した授 業 を構 想 す る必 要 が あ る。

② 生 徒 が 自 ら課 題 を見 っ け、 解 決 しよ う とす る学 習 を取 り入 れ る こ と によ って 、 主 体 的

に学 習 に取 り組 み、 生 き る力 を身 に付 け る こ とが で きた か。

結 婚 と い う事 例 を通 して、 夫 ・妻 の そ れ ぞ れ の 立 場 に立 って 、 姓 ・仕 事 ・親 との同 居

と い う問 題 を考 え さ せ た。 将 来 直面 す る問題 で あ り、 また 、 現 在 そ の よ うな問 題 を身 近

に感 じて い る生 徒 が い る こ と も予 想 され た が、 授 業 の 後 で 、 「授 業 前 に比 べ 家 族 や 夫 婦、

男 女 の在 り方 な どに っ い て 自分 の 考 え が 深 ま った 」 と答 え た生 徒 が 約6割 あ った。 また

否 定 的 な意 見 は、 ほ とん ど見 られ な か っ た。 感 想 の中 で は、 「互 い に尊 重 し合 い 、 理 解

し、 協 力 して い くこ との 大 切 さ にっ いて 考 え る ことがで きた」 とい う内容 の ものが 多か っ

た。 家 族 の 問題 を 考 え る こ とが 生 徒 に と って 「生 き る力 」 を身 に付 け る こ とに っ な が る

と考 え られ る。 この よ う に授 業 の 最 初 に まず 生 徒 が将 来 直面 す る と思 わ れ る家 族 の 問 題

を取 り上 げ る こ とで 、 生 徒 に と って は や や概 念 的 な理 解 とな りが ち な憲 法 や 民 法 にお け

る家 族 の 規 定 や 男 女 平 等 の考 え方 に対 して も、 主 体 的 に理 解 しよ う とす る態 度 が 養 わ れ

て い くだ ろ う。

③ 生 徒 相 互 の話 し合 い活 動 を工 夫 す る こ とに よ り、様 々 な意 見 や 立 場 を 尊 重 す る態 度 が

育 成 され た か。

今 回 の検 証 授 業 は、 生 徒 の話 し合 い 活動 を行 わ せ る こ とを 指 導 の 重 点 と した。 「1対

1」 で の話 し合 い に っ い て、 否 定 的 な 感想 を書 いた 生 徒 は ほ とん ど い な か っ た。 「最 初

は緊 張 した が、 自分 の意 見 を言 え た の で 楽 しか った 」 「相 手 の 考 え 方 や 自 分 の 意 見 に対

す る相 手 の考 え方 もわ か った の で とて も い い と思 っ た。」 な どの 感 想 が 多 数 で あ っ た。

話 し合 い 活動 の 中 で、 相 手 の 意 見 や 考 え 方 を尊 重 しよ う とす る態 度 が見 られ た。

しか し、1対1の 場 合 、 話 し合 いの 内 容 が 全 体 に伝 わ りに くい面 が あ る。 そ れ を 補 助

す るた め に ワ ー ク シー トを利 用 し、 話 し合 い活 動 を継 続 的 に発 展 さ せ て い くこ とが 大 切

で あ る。 今 後 の課 題 は、1対1の 対 話 → 班 な ど の話 し合 い→ ク ラス 全 体 の意 見 交 換 → 個

人 へ 戻 す と い う流 れ をつ く り、 自分 の考 え を見 っ め 直 す機 会 と した 指 導計 画 とす る こ と

で あ る。
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4検 証授業B

(1)指 導計 画

① 単元 名 「生活 と経済」

一社会生活における労働の意義 と役割
、労働組合の意義及び労働基準法の精神一

② 単 元のね らい

ア 身近 で具体的 な事例 を取 り上 げ、職業 が社会 的分業 の一部 を分担す る ことによ って

社会 に貢献す るものであるとともに、自分の個性 を生かす ものであることを理解 させ る。

イ 職 業選 択の 自由が保障 され ている ことや、勤労 が国民 の権利 であ り義務で ある こと

につ いての理解 を深 める ことによ って正 しい職業観 の基礎を育て る。

ウ 労働者が主体 とな って 自主 的に労働条件 の維持 改善 その他経済的地位 の向上 を図 る

ことを主た る目的 として組織 されてい る労働組 合の意 義 を明 らか にす る。

エ 労 働条件 にっ いて労働者が人 た るに値 す る生活 を営む たあの最低 の基準 を法 的に規

定 して労働者 を保護 しよ うとす る労働基準 法の精神 を理解 させ る。

③ 指導計画(6時 間扱 い)

学習内容 学習活動 指導上の留意点 資料等

第
・中卒者求人、 ・資料 か ら情報 を読 み取 る。 ・資料 の補足を簡単 に行な う。 資料プ リン

求職状況、 ・ワー ク シー トに各 自記 入 す る。 ・調 査の設問 は、具体的 な も ト1

1 主な職種 ・ゲ ー ム を行 い
、 グル ー プ を っ の とす る。 ワ ー ク シ ー

・職業観 に関 く る 。 ト1

時 する調査

第 ・求人票作成 ・グループで中卒用求人票 を記 ・事業内容、職種 の項 目はあ 中卒者用求
2
時 入す る。 らか じめ指定 して お く。 人票用紙

第
・就職活動 シ ・自分が選ん だ企業(店)と そ ・グル ー プで 探 し ワー ク シー ワ ー ク シ ー

3 ミュ レー シ ョ の企業 を選 んだ理 由を ワーク トに記入 させる。 ト2

時 ン シー トに書 く。

(
・労働基準法、 ・他 の グループ と求人票 を交換

本 男女雇用機 し、労働基準法等の法令に反

壁 会均等法、 して いる部分 を さがす。

憲法

第
・パ ー ト タ イ ・パ ー トタイ ム労 働(ア ル バ イ ・特 に労働条件の違いに着 目 資料 プ リン

ム労働 ト)の 長所、短所 を グル ープ させ る。 ト2

4 ・労働条件 で話 し合 う。 ・話 し合 った内容、発表内容、 ワ ー ク シ ー

・話 し合 った内容 を発表 しあ う。 感想 を ワーク シー トに書 か ト2

時
せ る。

第
・過労死 ・過労死 した人 の例 を もとに も ・グル ープ内 で一人 司会 を決 ワ ー ク シ ー

・長時間労働、 し自分 だ った らど うす るかを め させ る。 ト3

単身赴任、 グループで話 し合 う。 ・必ず一人一回 は発言 す ると 資料 プ リン

5 職場のいじ ・過労死以外で今 日本で問題 と いうルールを指示 す る。 ト3

あ等 なっている労働問題を確認 し ・話 し合 った内容、発表内容、

あ う。 感想 をワー クシー トに書 か
時

せ る。

第
・労働組合の

意義

・様 々な労働問題 に直面 したと

きの対応 を考 え る。

・労働組合 の意義等にふれる。

・資料 プ リン ト、 ワー クシー

ワ ー ク シ ー

ト4
6 ・単元 の まと ・各 自で職業観 に関 す る レポー トを見 なが ら記入 す る。
時 あ トを書 く。
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(2)本 時 の展 開例

① 指 導 目標

ア 身近で具体的な事例 の体験活動 と して 「就職活動 シ ミュ レー シ ョン」 を行 うことに

より労働条件等労働問題 に対す る生徒 の興味関心 を引 きだす。

イ 「労働基準法 の精神」 にっ いて生徒が 自 ら課題 を見っ けよ うとす る学 習 を取 り入 れ

る ことによ り生徒 が主体 的に学習 に取 り組 もうとす る意欲 や態度を養 う。

ウ お互 いの考 えを交流 させ る話 し合い活動 を授業 に取 り入れ ることによ り、相互理解

を深 め、 多様 な価値観 を理解 しよ うとす る態度 を培 う。

② 検証 の ポイ ン ト

ア 「就職活動 シ ミュレー シ ョン」等 の事例(体 験)学 習 によ り、 生 徒 の学習 意欲 を高

め ることがで きるのか。 またそれ らの学習 によ り、労働 に関 す る諸 問題 を 自分 とのか

かわ りと して しで考 えよ うとす る意欲 や態度 を育 て ることはで きるのか。

イ 本時 の 「労働基準法 の精神」 についての学習 が生徒 の主体 的な学習 となるのか。 ま

た、 それ らの学習 を とお して生 きる力を育 て ることはで きるのか。

ウ 本時 の話 し合 い活動 は、主体 的に学 習 しようとす る態度を育て る ことにっ なが るの

か。 また、様 々な意 見や立場を尊 重す る態度を育 てる ことがで き るか。

③ 展 開例

学習内容 学習活動 指導上の留意点 資 料

導 ・本時の目標 ・ ・前 回の授業 との関わ り

入 内容 にふ れ る。

・就職活動 シ ・各 グループの作 った求人票 を見て、 ・な るべ く具体的 に書 く ワ ー ク シ ー

ミュ レー シ ョ
一っの企業(店)に 自分が実際に ように指示す る。 ト

展 ン 就職 す ることを前提 に選 びワーク ・グループで相談す る こ 教科書
・労働基準法、 シー トに記 入 す る。 とを促す。 資料集

男女雇用機 ・その企業(お 店)を 選んだ理由 を ・書いた内容を何人かに

会均等法、 ワ ー ク シー トに記 入 す る。 発表 させる。

憲法 ・隣の グループと求人票 を交換 し、

労働基準法等に違反 している部分
開 を グ ル ー プ で捜 して ワー ク シー ト

に書 く。

・書 いた内容 を発表 す る。

ま
・本時 の感想 を書 く。 ・生徒か ら出た意見をも ・資料 プ リ

と に ま と め る。 ン ト

と ・資 料 プ リ ン トを使 う。 ・ワー ク シー

め ・ワ ー ク シー ト提 出 ト

④ 本時の評 価

ア 労働にかかわる諸課題を自分の生 き方にっなが る問題 としてとらえさせることができたか。

イ 生徒が意欲的、主体的 に学習 に参加 していたか。

ウ 話 し合 いの重要性 を認識 させ ることがで きたか。 また、話 し合 い活動 によ り生徒 間

の相互理解 を深 め ることが で きたか。
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(3)授 業 の 概 要

T:前 時 の 授 業 で、12の グ ル ー プ に分 か れ て そ れ ぞ れ 会 社 の社 長 に な った つ も りで 、 求 人

票 を 作 成 して も ら った。 き ょ うは、 自分 が 中学 校 を卒 業 後 に就 職 す る と仮 定 して、 各 グ

ル ープ が 作 っ た求 人 票 を見 て歩 き、 一 っ の 企 業(店)を 選 び、 ワ ー ク シー トに記 入 しな

さ い。 ま たそ の企 業(店)を 選 ん だ理 由 も ワー ク シ ー トに記 入 しな さ い。

各 自、 求 人 表 を 見 なが ら、 ワー ク シー トに記 入 す る。

T:そ れ で は、 発 表 して 下 さ い。

S1:「 ラー メ ン専 門 店 ム ッコ ス」 を選 ん だ 。

理 由 …駅 に近 くて、 退 職 金 もで る。 保 険 に

た くさ ん入 って い るか ら。

S2:「 裏 拳(中 華 料 理 店)」 を選 ん だ。

理 由… 基 本 給 が高 い。 労 働条件 が 良 いの で。

S3:「 裏 拳(中 華 料 理 店)」 を選 ん だ。

理 由… 交 替 制 で、 基 本 給 が高 い の で。

S4:「 チ ャイ ナハ ウス(中 華 料 理 店)」 を 選

ん だ。

理 由 …基 本 給 が 高 くて 、 休 み が多 い の で。

求人票を掲示 したボー ド

回 国 回

■ 回 回
T:仕 事 を 選 ぶ と した らど うい う こ とで選 ぶ か とい う と、 興 味 ・関 心 が あ って、 自分 の 能

力 を生 か せ る仕 事 と い うこ とに な る だ ろ う。

で は次 に 、 日本 に は、 労 働 基 準 法 とい う法 律 が あ る。 労 働 条 件 の 最 低 条 件 を示 した 法

律 で あ る。 隣 の グル ープ と求 人 票 を交 換 して、 労 働 基 準 法 に違 反 して い る部 分 を グル ー

プ で調 べ ワー ク シ ー トに記 入 しな さ い。

S5:労 働 時 間 が8時 間 を 越 え て い る店 が あ る。

S6:有 給 休 暇 が示 され て いな い店 が あ る。

T:労 働 基 準 法 は 、 労 働 者 の

権 利 を を 守 る た め に定 め ら

れ た法 律 で す 。 ま た使 用 者

に対 して は、 労 働 者 との 間

で 契 約 す る時 に 最 低 限 度 の

条件 を 定 め た もの で す 。 将

来 、 きみ た ち が 職 業 に っ く

場 合 の 選 択 の 基 準 と して 是

非 、 この 法 律 の こ と を思 い

出 して下 さい。 そ れ で は 、

き ょ うの 授 業 の 感 想 を ワ ー

ク シー トに書 い て下 さ い。
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(4)授 業の考察

① 「求人票」 の作成 や疑 似体験 活動 と しての 「就職活動 の シ ミュ レー シ ョン」 な どの体

験的 な学習活動 を取 り入 れた ことは、生徒 が主 体的 に学 習に参加 しよ うとす る意欲 を高

あ るとと もに、生徒 の企業 や職業及 び勤労 に対 す る認識を深 め る上 で効 果 的で あ った。

〈生徒 の感想 よ り〉

● 「いっ もは店 の利 用 者 の立 場 か ら しか仕 事 とい う もの を 見 て いな か っ たの で 、 店 の

立 場 か ら店 の こ とを考 え る こ とが で きて よか っ た と思 った 。」

● 「こん なふ うに して、 仕 事 に っ い て考 え た の はな か った の で 、 い い勉 強 に な った。」

● 「働 く とい う こ とに つ い て、 初 め て詳 し く学 べ て 結 構 お も しろか った。」

● 「会 社 の立 場 に立 って物 事 を考 え て み る と、 会 社 は ど う い う考 え で 人 を雇 お う と し

て い る か が よ くわ か った。」

② 「就職活動 の シ ミュ レー ション学習」 は、今 日の 日本 にお ける労働 に関する諸問題 を、

自分 との関わ りで主体 的 に考 えよ うとす る態度や、職業の選択 を将来 の生徒 自身 の生 き

方 と関連 させて考 えよ うとす る態度 の基礎 を育て る上で効果が あ った。

〈生徒 の感想 よ り〉

● 「自分 の将 来 に た あ にな るた くさん の こと を学 ぶ こ とが で きた の で、 よか った。」

● 「求 人票 を作 って み て 、 自分 の 望 ん で い る よ うな条 件 を そ ろ え た仕 事 を見 っ け るの

は な か な か難iし い な と感 じた。」

● 「パ ー トタイ ムで女 性 の方 が 多 い の は、 まだ 職 場 で の男 女 の不 平 等 が あ るか らな の

か な と不 思 議 に思 った。」

● 「求 人 票 に はい ろ い ろな こ とが 書 いて あ るの で 、 す みず み ま で ち ゃん と見 な い と落

と し穴 が あ る と思 った。」

③ 「労働基準法」 を生徒 に とって身近な問題 と して考え させ る上で、生徒 自身 が 「求 人

票」 を作成 した り、 「求人票」 を見 て職業 を選択 させ る学習 は効果的だ った。 また、「労

働基準法 に違反 してい る会社(店)は ないか」 にっ いての班単位で の話 し合 い活動 を取

り入れ た ことは、生徒 の学習 への参加 を より積 極的 な もの とす る上で有意義 だ った。

・〈 生 徒 の感 想 よ り〉

● 「今 まで読ん だ ことのなか った労働基準 法や最低賃金法を勉強す る ことが で きた。」

● 「今回 は班 のみん な と相談 して、意見 を出 した り したのがす ご くよか った と思 う。

特 に、職業 を自分 で選ぶ授業 ではみんなのいろいろな意見が聞 けてお もしろか った。」

● 「8時 間以上働かせ てはいけない」 とい う労働基準 法があ るのでそれ を考 えなが ら

求人票 を作成 したので大変 で した。」
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5研 究 のまとめ と今後 の課題

(1)研 究 のま とめ

① 生徒 の身近 な生活 や経験を取 り上 げた授業 は、社会 的事象 に対 す る関心 を深 め、生徒

の主体 的な学習 を促 す ことがで きる。

公民 的分野 では、 今 日の社 会的諸問題の中か ら、「家族」 に関す る単 元 と 「労働 」 に

関す る単元 を取 り上 げ、検証授 業を通 じて研究 を行 った。検証授業 の感想 等か ら、疑似

的 な体験活動 であ るが、授業前 にわれわれがが予想 していた以上 に真 剣 に取 り組ん でい

た。 その理 由 としては、 中学校3年 とい発達段階 において、「結婚」 や 「就職 活動 」 は

将来、すべて の生徒 が必 ず直面 す る問題で あったか らである と考 え られ る。 この ことか

ら、生徒 の発達段階 に即 して、生 徒の身近 な生活や経験 を取 り上 げて授業 を行え ば、社

会的事象 に対す る関心 を深 め、生徒 の主 体的 な学習 を促す ことができることがわか った。

② 自分 の考え を表現 した り、相手 の考えを知 るたあの話 し合 い活動 は、生徒 の協調性や

多 角 的 に物 事 を考 え 、 判 断 す る力 を 養 う。

「家 族 」 の授 業 に お いて は 「1対1」 の話 し合 い活 動、 また、 「労働 」の授 業 で は グル ー

プ に よ る話 し合 い活 動 を行 わ せ た。 特 に、 「1対1」 の話 し合 い の 活 動 の場 面 で は 、 ど

ち らか が 必 ず 発 言 しな け れ ば な らな い状 況 を作 っ た た め、 自分 の考 え を 的確 に 表 現 した

り、 相手 の 考 え を しっか り と受 け止 め な けれ ば な らな い ことか ら、 普 段 の生 活 で は な い

よ うな 深 い話 し合 い活 動 が 展 開 さ れ た。 ま た、 グル ー プ に よ る話 し合 い活動 にお いて は、

自分 の意 見 だ けで な く相 手 の意 見 を受 け入 れ な が ら話 し合 いを 行 って いた。 この よ うに、

話 し合 い活動 を 取 り入 れ た授 業 は、 生 徒 の協 調 性 や 多 角 的 に物 事 を考 え、 判 断 す る力 を

養 う こ とが わ か った 。

② 今 後 の課 題

① 話 し合 い活 動 を 取 り入 れ た学 習 の効 果 を高 め る た あ に は、 話 し合 い の た め の適 切 な課

題 の設定 と指導計 画上の位置付 けを行 う必要が あ る。

話 し合 い活動 を取 り入れた学 習 において は、多 くの生徒 が取 り組みやす い課題 を設定

す ると ともに、話 し合われた内容が学級全体 の ものにな るよ う発表の場を確保す る必要

が ある。話 し合 い活動 だ けで授 業が終了す る ことのないよ う、 時間の配分や発表 の方法

等指導計画 に適切 に位 置付 けることが大切で ある。

② 現代社会 の諸問題 を 自分 とのかかわ りで と らえさせ るために は、 生徒の発達段階 に即

した テ ー マ を考 え さ せ、 自 ら課 題 を 見 っ け、 解 決 して い こ う とす る態 度 を 身 に付 け させ

る こ とが 大 切 で あ る。

現 代 の社 会 に は様 々 な問 題 が あ り、 中 に は深 刻 な もの や解 決 が むず か しい もの もあ る。

また 、 内 容 の 取 り上 げ方 に お い て は、 生 徒 に対 して 社 会 に対 す る否 定 的 な 考 え を もたせ

て しま う もの もあ る。

したが って 、 現 代 社 会 の諸 問 題 を考 え させ る学 習 で は、 生 徒 の発 達 段 階 に 即 し、 か つ

生 徒 自 らが 考 え て み た い とす る テ ー マ を選 択 す る と と もに、 単 な る 「知 識 」 の 理 解 に終

わ るの で はな く、 自分 の生 活 や 将 来 の生 き方 の 中 で 解 決 しよ う とす る態 度 を 養 う こ とが

重 要 で あ る。
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